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○ 身の回りや自然界での放射線の存在  
2 3
― 4 ― 
 





































































































































































































































































































































































































































た 62 人中，半数の 32 人(51.6％)が不安に思わ
ないと回答した。これは，知識がないために漠
然と抱いていた不安が軽減されたと考えられる








































 べて，米・お粥・大豆はすべて放射線量  
は少ない。しかし，一人当たりの自然放  




○ 一 人 当 た り の 自 然 放 射 線 年 間 平 均 約
2.1mSv のうち，食べ物からは約 0.99mSv
であることに対し，米 500g を１年間食べ
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目を「災害事故が起こった時には自分で調べよ
うと思うか」という項目に変更する必要性が
あった。 
③精神運動，思考判断 
 「放射線に関して疑問に思ったことを自分で
調べたい」と思わない生徒 47 人(61.8％)のうち，
指導後には 17 人(36.2％)が調べたいと思うに
変化した。同時に，放射線に関する疑問点を調
べてみたいと思う生徒が有意に増加した。この
点では，基礎的知識を学ぶことで，さらに詳し
く知りたいという意欲を得ることが可能である
ということである。指導前後で個々の生徒の変
化が少ないのは，中学生ではすでに教科の得意
不得意や好きか嫌いの好みが発生しているため
と考えられた。災害等の事故が起こった時には，
自分で情報を調べることが身を守ることだと理
解させる必要がある。また，理科と保健指導の
双方で，環境や食品の安全について判断し，判
断の根拠を得る方法と判断の技術を学んでいる。
理科と学校保健が連携しながら放射線学習を進
めることは有用であった。 
 
５．おわりに 
学習前に中学生に実施した「放射線学習・放
射線と健康について」の調査では,生徒の多くは
放射線に対して不安感があり，また正しい知識  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も少なく，情報収集の方法は知らない状況で
あった。理科学習で科学的な認識と多面的な見  
方を学習し，保健指導によって健康や生活と関  
連づけた学習をするという二段構えの単元構成
により，知識を生活のレベルで活用することが
できる力へ発展させることができ，学習の相乗
効果を生むものと考えられた。  
今年度は，中学校での調査・学習プログラム
だけに終わったが，今後は幼稚園・小学校から
の発達に応じた教育プログラムを検証していか
なくてはならない。また，社会科や技術家庭科
と連携した教育プログラムを組んでいくこと，
家庭や地域との連携を充実させていくことで，
更に既存の学習から生きる力へと発展すること
ができると思われる。  
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